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一　

は
じ
め
に

　

名
古
屋
市
で
は
、
職
員
の
能
力
開
発
や
人
材
育
成
を
よ
り
効

果
的
に
進
め
る
た
め
の
長
期
的
な
方
向
性
を
示
す
も
の
と
し
て

「
人
材
育
成
基
本
方
針
」
を
一
九
九
九
年
に
策
定
し
て
お
り
、

行
政
を
取
り
巻
く
様
々
な
情
勢
の
変
化
に
併
せ
て
、
随
時
改
定

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
二
〇
一
四
年
の
最
終
改
定
か
ら
一
〇
年

が
経
過
し
、
昨
今
の
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
行
政
課
題
へ
の
対

応
や
、
職
員
の
働
き
方
の
多
様
化
、
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
価
値

観
の
変
化
な
ど
本
市
を
取
り
巻
く
様
々
な
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
内
容
を
刷
新
し
、
新
た
に
「
人
財
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し

て
二
〇
二
四
年
四
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
人
財
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
職
員
の
成
長
を
組
織
力
の

向
上
に
繋
げ
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
に
、

「
人
材
育
成
」、「
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
」
及
び
「
人

材
確
保
」
の
三
つ
の
分
野
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
「
人
材
育
成
」
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
研
修

を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
策
定

し
た
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
組
織
的
な
人
材
育
成
を
よ
り
強

化
し
て
い
く
た
め
、「
育
成
を
促
す
土
壌
の
醸
成
」「
時
代
に
即

応
す
る
人
材
の
育
成
」「
自
己
成
長
の
支
援
」「
人
を
育
て
る
人

事
管
理
」
と
い
う
四
つ
の
観
点
か
ら
、
各
種
取
り
組
み
を
整
理

し
て
い
ま
す
。

名
古
屋
市
に
お
け
る
「
庁
内
公
募
制
度
」
と
「
立
候
補
型
異
動
希
望
申
告
制
度
」

を
は
じ
め
と
し
た
人
材
育
成
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

名
古
屋
市
総
務
局
職
員
部
人
事
課

qqqqqqqqqqqqqqq

qqqqqqqqqqqqqqq
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今
回
主
に
ご
紹
介
す
る
、
庁
内
公
募
制
度
及
び
立
候
補
型
異

動
希
望
申
告
制
度
に
つ
い
て
は
、「
人
材
育
成
」
の
「
人
を
育

て
る
人
事
管
理
」
と
い
う
観
点
に
お
け
る
取
り
組
み
の
一
部
で

あ
り
、
職
員
の
士
気
高
揚
、
適
材
適
所
の
人
事
異
動
に
よ
る
組

織
力
の
向
上
や
多
様
な
職
員
の
活
躍
な
ど
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

推
進
し
て
い
く
た
め
に
実
施
し
て
い
る
制
度
で
す
。

二　

庁
内
公
募
制
度
に
つ
い
て

（
ⅰ
）
庁
内
公
募
制
度
の
概
要

　

庁
内
公
募
制
度
は
、
専
門
性
の
高
い
業
務
、
新
規
事
業
、
民

間
企
業
等
へ
の
派
遣
な
ど
、
広
く
庁
内
か
ら
適
任
者
を
募
る
こ

と
が
望
ま
し
い
業
務
を
対
象
と
し
て
募
集
を
実
施
し
、
各
公
募

所
属
の
面
接
選
考
等
に
よ
り
、
合
格
者
を
決
定
し
た
う
え
で
、

次
期
定
期
人
事
異
動
に
反
映
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
二
〇
〇
一
年
度
に
創
設
し
た
も
の
で
、
職
員

の
希
望
を
尊
重
し
、
士
気
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の

持
つ
能
力
を
様
々
な
分
野
で
発
揮
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
人
材

の
有
効
活
用
、
組
織
の
活
性
化
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

（
ⅱ
）
庁
内
公
募
制
度
実
施
の
効
果
と
課
題

　

職
員
の
側
は
、
自
分
の
意
思
・
希
望
が
尊
重
さ
れ
た
配
置
で

あ
る
た
め
、
や
り
が
い
の
向
上
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、
ま
た
、
公
募
す
る
側
も
、
ス
キ
ル
・
経
験

を
は
じ
め
と
し
て
求
め
る
職
員
像
に
マ
ッ
チ
す
る
人
材
を
確
保

で
き
る
と
い
う
点
で
、
組
織
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　

二
〇
一
三
年
度
ま
で
は
、
公
募
対
象
を
課
長
補
佐
級
以
下
の

職
に
限
定
し
て
庁
内
公
募
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
さ

ら
な
る
人
材
の
有
効
活
用
や
組
織
の
活
性
化
を
図
る
目
的
か

ら
、
二
〇
一
四
年
度
に
公
募
対
象
を
課
長
級
以
上
へ
拡
大
し
、

制
度
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
課
題
と
し
て
は
、
募
集
対
象
業
務
に
お
い
て
、
募

集
を
毎
年
度
行
っ
て
い
る
も
の
の
応
募
が
な
い
業
務
が
あ
る
な

ど
、
必
ず
し
も
庁
内
公
募
の
制
度
趣
旨
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
面
も
あ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
ⅲ
）
庁
内
公
募
制
度
の
実
績

　

制
度
導
入
以
来
、
こ
れ
ま
で
の
二
三
年
間
で
一
三
〇
四
人
が

応
募
、
四
三
〇
人
が
合
格
を
し
ま
し
た
。
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二
〇
二
三
年
度
は
、
四
二
業
務
に
対
し
、
九
九
人
の
応
募
が

あ
り
、
こ
の
う
ち
、
五
〇
人
が
合
格
し
ま
し
た
。

　

公
募
業
務
の
例
と
し
て
は
、
公
立
保
育
所
の
民
間
移
管
・
改

修
、
ア
ジ
ア
・
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
の
開
催
に
向
け
た
準
備
・

調
整
業
務
、
国
内
外
の
企
業
誘
致
に
関
す
る
業
務
、
Ｄ
Ｘ
推
進

に
関
す
る
業
務
が
あ
り
ま
す
。

三　

立
候
補
型
異
動
希
望
申
告
制
度
に
つ
い
て

（
ⅰ
）
立
候
補
型
異
動
希
望
申
告
制
度
の
概
要

　

立
候
補
型
異
動
希
望
申
告
制
度
は
、
人
事
評
価
等
に
お
い
て

一
定
の
要
件
を
満
た
す
職
員
が
、
希
望
す
る
所
属
（
原
則
と
し

て
局
区
室
単
位
）
へ
の
異
動
を
自
ら
立
候
補
し
、
所
属
の
選
考

を
受
け
、
選
考
に
合
格
し
た
職
員
を
希
望
す
る
所
属
へ
配
属
す

る
制
度
で
、制
度
創
設
か
ら
間
も
な
い
も
の
の
、イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
等
を
通
じ
て
全
庁
的
に
周
知
し
て
お
り
、
従
来
の
定
期
異
動

や
庁
内
公
募
制
度
に
よ
ら
な
い
新
た
な
異
動
の
選
択
肢
と
し

て
、
職
員
の
間
で
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
二
〇
二
一
年
度
に
創
設
し
た
も
の
で
、
職
員

が
自
ら
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
、
主
体
的
に
成
長
意
識
を

持
っ
て
、
自
ら
の
能
力
開
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
職
員
の

意
欲
・
能
力
を
直
接
職
務
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
頃

か
ら
職
務
で
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
職
員
や
業
績
を
あ
げ
て
い

る
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
、
人
材
の
有
効

活
用
、組
織
の
活
性
化
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

（
ⅱ
）
立
候
補
型
異
動
希
望
申
告
制
度
実
施
の
効
果
と
課
題

　

制
度
の
対
象
と
な
る
の
は
、
年
度
末
時
点
で
同
一
課
在
職
三

年
以
上
の
行
政
職
事
務
の
主
任
級
以
下
の
職
員
の
う
ち
、
応
募

の
直
近
二
カ
年
の
人
事
評
価
結
果
（
評
語
）
が
全
て
Ｓ
又
は
Ｓ

が
一
回
、
Ａ
が
一
回
で
あ
る
職
員
と
限
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
日
頃
か
ら
職
務
で
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
職
員
が
、

よ
り
活
躍
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

実
施
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
、
応
募
者
が
、
申
込
書
に
局
区

室
単
位
で
三
所
属
ま
で
の
希
望
所
属
、
こ
れ
ま
で
の
職
務
内
容

や
活
躍
及
び
自
己
P
R
を
記
入
し
、希
望
所
属
に
提
出
し
ま
す
。

提
出
を
受
け
た
希
望
所
属
は
、
選
考
を
実
施
す
る
応
募
者
を
決

定
し
、
直
接
選
考
（
面
接
等
）
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
応

募
者
の
直
属
の
上
司
や
所
属
の
人
事
担
当
課
を
介
さ
な
い
こ
と

と
し
、
応
募
者
が
気
兼
ね
な
く
選
考
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。
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実
際
の
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
所
属
ご
と
に
選
考
基
準
を
設

け
て
い
ま
す
。
合
格
者
に
は
合
否
及
び
順
位
ま
で
を
通
知
し
ま

す
。
所
属
ご
と
に
選
考
基
準
を
設
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
募
集
所

属
と
選
考
合
格
者
間
に
お
け
る
異
動
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ

こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
積
極
的
に
応
募
す
る
所
属
と
、
そ
う
で
な
い
所
属

が
あ
り
、
所
属
ご
と
に
本
制
度
の
活
用
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
な

ど
、
全
体
の
異
動
規
模
の
中
で
、
本
制
度
を
ど
の
程
度
の
割
合

に
し
て
い
く
べ
き
か
は
、実
績
を
踏
ま
え
て
の
検
討
課
題
で
す
。

（
ⅲ
）
立
候
補
型
異
動
希
望
申
告
制
度
の
実
績

　

二
〇
二
三
年
度
は
、
前
年
度
の
係
長
昇
任
選
考
合
格
者
数
に

応
じ
て
設
定
さ
れ
た
各
局
区
室
〇
～
三
人
ま
で
の
成
立
上
限
数

の
合
計
三
九
人
に
対
し
、
二
三
人
の
応
募
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
、

一
二
人
の
異
動
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

異
動
が
成
立
し
た
例
と
し
て
は
、
児
童
相
談
所
で
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
ク
業
務
と
区
役
所
福
祉
課
で
の
障
害
福
祉
に
関
す
る
業
務

で
の
経
験
を
活
か
し
、
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
障
害
児

に
関
す
る
相
談
支
援
業
務
を
希
望
し
、
実
際
に
配
属
が
決
定
し

た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

（
ⅳ
）
立
候
補
型
異
動
希
望
申
告
制
度
の
活
用
事
例

　

二
〇
二
一
年
に
本
制
度
を
活
用
し
て
異
動
し
た
職
員
の
事
例

を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
職
員
は
、
元
々
在
籍
し
て
い
た
Ａ
局
で
は
、
局
の
規
模

が
大
き
く
事
務
事
業
が
細
分
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
担
当
一
人

あ
た
り
の
業
務
分
野
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
幅
広
い
業
務
分
野
に
携
わ
る
こ
と
で
よ
り
多
く

の
知
識
を
得
て
、
そ
の
な
か
で
自
分
の
適
性
を
把
握
し
た
い
と

い
う
思
い
が
生
ま
れ
、
立
候
補
型
異
動
希
望
申
告
制
度
を
利
用

し
、
局
の
規
模
が
比
較
的
小
さ
く
、
よ
り
幅
広
い
業
務
分
野
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
Ｂ
局
を
希
望
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
異
動
が
成
立
し
、
結
果
と
し
て
、
現
在
に
至
る
ま
で

人
事
や
労
務
な
ど
の
管
理
業
務
か
ら
経
理
業
務
ま
で
、
幅
広
い

業
務
分
野
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
こ

で
得
た
幅
広
い
知
識
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
部
署
に
異
動
し
て

も
役
立
つ
た
め
、
職
務
能
力
が
向
上
し
た
と
い
う
実
感
も
得
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
の
意
思
で
希
望
す
る
部
署
に
異
動
が
で
き
た
こ

と
や
、
希
望
す
る
部
署
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
選
ん
で
も

ら
え
た
と
い
う
実
感
が
あ
る
た
め
、
仕
事
に
関
す
る
モ
チ
ベ
ー
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シ
ョ
ン
の
維
持
も
で
き
て
い
ま
す
。

四　

そ
の
他
の
人
材
育
成
に
資
す
る
取
り
組
み

（
ⅰ
）
主
任
級
制
度

　

主
任
級
は
、
二
〇
二
四
年
度
よ
り
導
入
す
る
、
課
長
補
佐
級

と
係
員
の
間
の
新
し
い
任
用
段
階
で
、現
在
の
「
係
員
」
を
、「
主

任
級
」
と
「
係
員
」
の
二
つ
の
任
用
段
階
と
し
て
整
理
し
、
組

織
内
で
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
担
う
役
割
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
創
設
し
ま
し
た
。

　

主
任
級
の
職
務
は
、「
上
司
の
命
を
受
け
、
分
担
さ
れ
た
事

務
を
つ
か
さ
ど
る
と
と
も
に
、
知
識
及
び
経
験
等
を
活
か
し
て

課
長
補
佐
段
階
の
職
員
を
補
佐
し
、
係
員
段
階
の
職
員
の
相
談

等
を
受
け
、
総
括
す
る
」
こ
と
と
定
め
て
お
り
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
た
係
員
が
、
主
任
昇
任
選
考
に
自
ら
申
し
込
み
、
合

格
す
る
、
も
し
く
は
後
述
の
課
長
補
佐
昇
任
選
考
に
合
格
す
る

こ
と
で
昇
任
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
ベ
テ
ラ
ン
の
係
員
の
多
く
が
職
場
を
取
り
ま

と
め
る
役
割
等
を
担
っ
て
い
ま
し
た
が
、主
任
級
導
入
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
職
員
本
人
が
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
や
伸
ば
し
て

い
く
べ
き
能
力
等
を
意
識
し
て
職
務
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
ⅱ
）
課
長
補
佐
昇
任
制
度
（
推
薦
型
）

　

課
長
補
佐
昇
任
制
度
（
推
薦
型
）
は
、
任
用
段
階
が
主
任
級

の
職
員
の
う
ち
、
各
局
区
室
人
事
担
当
課
の
推
薦
が
あ
っ
た
者

を
課
長
補
佐
級
へ
昇
任
さ
せ
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
筆
記
試
験
や
面
接
を
伴
う
課

長
補
佐
昇
任
選
考
の
み
に
よ
ら
ず
、
課
長
補
佐
級
へ
昇
任
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
名
古
屋
市
は
、課
長
補
佐
級
へ
の
昇
任
に
際
し
て
、

筆
記
試
験
や
面
接
等
を
伴
う
係
長
昇
任
選
考
を
設
け
、
職
員
本

人
が
受
験
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
選
択
し
て
お
り
、こ
れ
に
よ
り
、

多
様
な
働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
等
を
踏
ま
え
て
職
員
が
自

発
的
に
昇
任
す
る
こ
と
を
選
択
で
き
る
一
方
で
、
経
験
豊
富
で

能
力
の
高
い
ベ
テ
ラ
ン
職
員
が
昇
任
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
人
材
活
用
及
び
組
織
運
営
の
観
点
か
ら
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
従
来
の
課
長
補
佐

昇
任
選
考
の
み
に
よ
ら
ず
、
課
長
補
佐
級
へ
の
昇
任
を
可
能
と

す
る
こ
と
で
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
が
こ
れ
ま
で
培
っ
た
知
識
や
経
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験
を
、
役
職
者
と
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
ⅲ
）
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度

　

ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
は
、
二
〇
二
三
年
度
よ
り
導

入
さ
れ
た
、
若
手
職
員
が
性
質
の
異
な
る
業
務
を
経
験
す
る
こ

と
で
、
自
ら
の
能
力
や
適
性
業
務
を
見
出
し
、
人
材
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
意
識
し
た
う
え
で
職
務
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。

　

原
則
と
し
て
、
行
政
職
事
務
の
係
員
が
対
象
と
な
り
、
採
用

か
ら
採
用
後
一
〇
年
が
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
係
員
の
期

間
を
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
期
間
と
し
、
業
務
内
容
を
以
下

の
三
つ
に
分
類
し
、
そ
の
う
ち
二
つ
以
上
を
経
験
で
き
る
よ
う

実
施
し
て
い
ま
す
。

一　

市
民
応
対
部
門

　

区
役
所
等
に
お
け
る
窓
口
応
対
な
ど
、
基
本
的
に
不
特
定

多
数
の
市
民
の
応
対
を
主
な
業
務
と
す
る
部
門

二　

内
部
事
務
部
門

　

総
務
・
経
理
な
ど
の
市
組
織
又
は
職
員
を
対
象
と
す
る
業

務
を
主
な
業
務
と
す
る
部
門

三　

事
業
部
門

　

市
民
応
対
部
門
・
内
部
事
務
部
門
以
外
で
、
市
民
及
び
関

係
団
体
等
に
影
響
を
及
ぼ
す
業
務
の
企
画
・
立
案
及
び
施
策

の
実
施
等
を
主
な
業
務
と
す
る
部
門

五　

お
わ
り
に

　

名
古
屋
市
の
庁
内
公
募
制
度
及
び
立
候
補
型
異
動
希
望
申
告

制
度
を
は
じ
め
と
し
た
人
材
育
成
に
関
す
る
取
り
組
み
を
紹
介

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
、
職
員
の
士
気
高
揚
、
適
材
適

所
の
人
事
異
動
に
よ
る
組
織
力
の
向
上
や
、
多
様
な
職
員
の
活

躍
な
ど
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
以
上
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

非
常
に
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
今
後
も
制
度
の
課
題
等
を

踏
ま
え
、
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
な
が
ら
継
続
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。


